
４月９日、町内５つの

小学校で入学式が行わ

れ 147 人が仲間入り。

川西小学校では 15 人の

新１年生を迎えました。

YachiyoYachiyo
どきどきの入学式
ご入学おめでとうございます

※川西小学校に入学した新入生のみなさん

2019

５
№ 715

広報やちよ



広報やちよ№ 715　2019.5 月号　　　2

会計別 予算額
歳入 歳出

収入済額 執行率 支出済額 執行率
国民健康保険 32 億 8,264 万円 31 億 2,300 万円 95.1% 30 億 5,038 万円 92.9%
後 期 高 齢 者 2 億　322 万円 2 億　  26 万円 98.5% 1 億 8,102 万円 89.1%
介 護 保 険 17 億 9,232 万円 17 億 5,228 万円 97.8% 15 億 7,726 万円 88.0%
中央土地区画 1 億 3,295 万円 1 億　807 万円 81.3% 1 億 1,263 万円 84.7%
農業集落排水 3 億 3,629 万円 2 億 5,613 万円 76.2% 2 億 9,221 万円 86.9%
下 水 道 4 億　675 万円 3 億 2,934 万円 81.0% 3 億 4,727 万円 85.4%
合 計 61 億 5,417 万円 57 億 6,908 万円 93.7% 55 億 6,077 万円 90.4%

区分 予算額 執行額 執行率
収益的収入 4 億 8,980 万円 4 億 8,076 万円 98.2%
収益的支出 3 億 6,002 万円 1 億 8,349 万円 51.0%
資本的収入 0 円 0 円 -
資本的支出 8,231 万円 7,246 万円 88.0%

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

予
算
概
要
や
決
算
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
平
成
30
年
度
（
平
成
31
年
３
月
31

日
現
在
）
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
の
会
計
に
は
出
納
整
理
期
間
が
あ
り
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
お
金
の
出
し
入
れ

を
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
こ
の
数
値
を
も
と
に
決
算
を
取
り
ま
と
め
最
終
決
算
の
数
値
と
し

て
公
表
し
ま
す
。

※
本
文
及
び
図
表
な
ど
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
な
ど
の
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
予
算
の
執
行
状
況

一般会計　 予算額 85 億 5,631 万円

特別会計

〇歳入（収入済額）81 億 5,893 万円（執行率 95.4%）

〇歳出（支出済額）73 億　824 万円（執行率 85.4%）

水道事業会計

町 税 28億 3,545万円
17億　 883万円

7億 2,533万円

2億 9,067万円

5億 3,076万円

3億 7,995万円

4億 9,183万円

2億 4,367万円

1億　  93万円
8億 5,151万円

23億 7,230万円

10億 9,705万円
12億 5,531万円

5億 3,948万円

5億　145万円

4 億 2,152万円

4億 3,509万円

6億 8,604万円

地方交付税

町 債

国庫支出金

繰 越 金
繰 入 金

県 支 出 金

地方譲与税

そ の 他

民 生 費

教 育 費

総 務 費

公 債 費

土 木 費

衛 生 費

農林業費

そ の 他

地方消費税交付金

（億円）

（億円）

・土地　　　　  690,145㎡（道路、河川は含まない）

・建物　　　　　 67,325㎡
・基金　　30 億 9,231 万円

122 億 1,826 万円
（特別会計を含む）

内　訳
　一般会計　　　　 

　68 億 8,296 万円
　　内  臨時財政対策債

40 億 7,542 万円
　中央土地区画整理事業会計

　３億 5,280 万円
　農業集落排水事業会計

　　　23 億 1,069 万円
　下水道事業会計　　　

　　　25 億 2,704 万円
　水道事業会計
　　　　　　１億 4,477 万円

町民 1 人が納めた町税 　　　　　　　   12 万 8,000 円
1 世帯が納めた町税　　 　　　　　　    37 万 1,863 円
町民 1 人に使われた予算　（一般会計）    32 万 9,913 円
1 世帯に使われた予算　　 （一般会計）    95 万 8,458 円

町有財産・基金の状況

町債現在高

町民 1 人・1 世帯当たりの状況

※町が特定の事業を行う場合、一般会計と区分して経理するものです。

財務課財政係（内線 3120）問

((
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ふるさと納税

ふるさと納税は、生まれ育ったふるさとや思い出の
地域を応援したいという思いを、自治体に寄附する
ことで応援できる制度です。

　ふるさと納税は、寄附金の使い道を指定するこ
とができます。福祉や教育、産業など寄附の目的
に従って、いただいた大切な寄附金を有効に活用
させていただきます。
　今年度も以下のような事業に活用いたします。

■福祉関連
教育・保育施設運営事業、出産子育て奨励金支給
事業、医療機関巡回バス運行事業など

■生活環境関連
自主防災組織活動事業、消防自動車購入事業、防
犯カメラ設置事業など

■教育関連
小中学校読書推進事業、読書記録通帳事業、秋ま
つりなど

■産業関連
グリーンビレッジ改修事業、観光看板設置事業、
さくらまつりなど

■協働関連
コミュニティ活動促進事業など

八千代町を応援したいという気持ちが
　　　　　　　まちづくりに生かされています

◆平成 30 年度の寄附報告
　全国からたくさんの思いをいただきました。心から
お礼申し上げます。

■寄附目的内訳

　　　　　　　財務課財政係　（内線３１２０）

寄附金額総計
  41,095 千円

寄附件数総計
　 3,757 件

町にお任せ
16,601 千円
（1,517 件）

福祉関連
13,315 千円
（1,217 件）

教育関連
5,260 千円
（481 件）

産業関連
3,288 千円
（301 件）

生活環境関連
2,384 千円
（218 件）

協働関連
247 千円
（23 件）

◆皆さまからいただいた寄附は、
　まちづくりに生かされています

問
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町税等は納期限までに納付しましょう
　町税等は、医療や教育の充実、道路の整備など、安全・安心で住みよいまちづくりを進める
うえで、とても大切な財源です。
　町税等は、決められた納期限内に納めるべきものであり、納税者の９割以上の方が納期限内
に納付しています。
　税目ごとに課税通知書がご自宅等に郵送されますので、それぞれの税金の納期限、納付額を
ご確認いただき、納期限内の納付にご協力ください。

　
　　指定した預貯金口座から自動振替で納付でき
ます。金融機関の窓口まで行く手間がなく、納
め忘れがありません。

【取扱金融機関】　　　【申込方法】
・常陽銀行　　　　　役場税務課窓口か、各
・筑波銀行　　　　　金融機関窓口にお申し
・茨城県信用組合　　込みください。
・結城信用金庫　　　※ゆうちょ銀行の場合
・常総ひかり農業　　　は、税務課窓口のみ
   協同組合　　　          での受け付けとなり
・ゆうちょ銀行　　　　ます。

安全・安心！口座振替での納付
　
　コンビニエンスストアでも納付を受け付けて
います。納期限内の納付書であれば、曜日や時
間を気にせず、24 時間いつでも納付すること
ができます。
　町内外の多くのコンビニエンスストアで取り
扱いが可能ですが、内容によっては取り扱えな
いものもございます。詳細は納付書等でご確認
ください。

いつでも可能なコンビニ納付！

　

町
税
等
に
は
納
期
限
が
あ
り
、

そ
れ
を
過
ぎ
た
も
の
が
滞
納
と
な

り
ま
す
。
税
負
担
は
公
平
が
原
則

で
す
の
で
、
町
税
等
が
滞
納
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
に

段
階
的
に
厳
し
い
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
滞
納
す
る
と
・
・
・

催
告
等
に
応
じ
ず
完
納
に

い
た
ら
な
い
場
合

■
お
早
め
に
ご
相
談
く

　
だ
さ
い

　

納
付
に
関
す
る
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
（
疾
病
や

失
業
な
ど
）
で
納
期
限
内
に
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

来
庁
の
際
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

③
差
押
え
を
し
︑
滞
納
税
に
充

　
当

①
督
促
状
や
催
告
書
等
の
発
送

特 別 滞 納 整 理 を 実 施 し ま す
　町税等が未納の方を対象に、担当職員が電話や
訪問による納付催告を行います。ご理解ご協力を
お願いします。

〇滞納整理期間

５月７日（火）
　  ～ 17 日（金）

〇対象となる町税等

・町県民税・軽自動車税
・固定資産税・国民健康保険税
・後期高齢者医療保険料
・介護保険料 税務課収納管理係

（内線１５３０）

問い合わせ

税 ②
財
産
調
査
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平成 31年度行政区長・副区長一覧
行政区 区長名 副区長名 行政区 区長名 副区長名

仁 江 戸 東 村　松　道　夫 高　野　健　一 瀬 戸 井 〇廣　瀬　賢　一 藤　本　榮　一
仁 江 戸 西 野　村　誠　壱 野　村　和　男 髙　嶋　芳　雄
粟 野 佐　藤　一　夫 中　島　文　男 兵 庫・ 沼 端 爲我井　孝　一 照　内　　　篤
片 角 廣　瀬　英　勝 廣　瀬　克　夫 前 田 小　林　一　郎 中　山　　　誠
中 野 稲　葉　　　実 黒　川　照　男 高 野 沼　田　光　一　 木　村　　　豊
苅 橋 坂　従　　　実 諏　訪　信　三 伊 勢 山 稲　村　信　義 風　見　好　信
東 大 山 大　山　邦　光 大　山　賢　一 根 ノ 谷 小　川　好　和 青　木　幹　雄
太 田 高　田　保　典 上　野　孝　之 菅 谷 西 山　﨑　幸　一 大久保　光　正

若 ◎古　橋　清　成 髙　谷　一　博 西 大 山 爲我井　　 　勇 飯　島　英　男
沼 森 髙　橋　一　義 中　山　　　定 塩 本 青　木　宣　夫 安　田　恒　夫
貝 谷 濵　名　　　進 〇中　山　継　男 〇小　谷　信　一
川 尻 古　澤　辰　雄 保　科　忠　男 下 山 川 髙　﨑　　　隆 石　嶋　一　夫
今 里 橋　本　光　夫 鈴　木　長　男 粕 礼 照　内　澄　夫 照　内　清　司
本 郷 小　竹　弘　敏 中　山　靜　夫 本 田 古　谷　定　雄 宮　本　邦　雄
蕗 田 小　口　邦　夫 堤　　　良　和 前 山 森　　　由　幸 坂　入　洋　光
東 蕗 田 〇水　書　正　義 堤　　　生　一 松 山 柴久喜   　　真 弦　巻　直　人
新 地 鈴　木　　　茂 相　田　両　市 天 王 木 番 田 野　村　幸　雄 森　　　恒　夫
福 岡 木　村　光　男 坂　野　正　美 築 越 六 軒 坂　入　盛　夫 峯　　　孝　幸
栗 山 藤　木　正　司 湯　本　昌　夫 二 ツ 釜 宮　本　文　隆 萩野谷　哲　男
尾 崎 小　祝　正　𠮷 秋　葉　　　稔 道 前 六 保 〇古　谷　　   博 大　里　君　子
大 間 木 堤　　　　　弘 堤　　　伸　男 平 塚 新 田 河　口　　　智 河　口　　　彰
芦 ケ 谷 新 田 中　村　進　一 岡　田　　　静 水 口 斉　藤　　　実 德　武　康　孝
舟 戸 大久保　栄　治 平　岡　一　衛 松 本 生　井　　　隆 羽　鳥　泰　嗣
仲 坪 中　村　善　一 川　村　　　孝 久 下 田 湯　本　富　雄 塚　田　　　清
山 ノ 神 下山田　一　夫 中　里　郁　夫 新 井 飯　田　繁　夫 古　澤　　　栄
神 山 染　野　一　男 染　野　眞　市 八 町 杉　田　昭　廣 杉　田　健　治

磯 金　子　武　志 青　木　　　馨 袋 黒　川　　　博 枝　　　　　茂
村 貫 東 内　海　幸　司 ◎小　沼　佳　雄 野 爪 湯　本　　　満 中　山　　　健
村 貫 西 前　野　主　税 竹　垣　武　司 坪 井 宮　田　英　一 谷　中　　　勝
佐 野 東 幸　田　行　男 爲我井　幸　二 高 崎 〇島　田　清　晴 中久喜　春　樹
佐 野 西 爲我井　三　郎 爲我井　仁　司 大 渡 戸 中　山　達　男 荒　木　哲　也

※◎は区長親和会会長、副区長会会長 
　〇は区長親和会副会長、副区長会副会長

大 里 阿久津　信　一 柴　　　一　郎
小 屋 高　島　忠　之 塚　越　栄　一

平成 31 年度行政区長・副区長合同会議を開催
　　　　
　　　　

― 地域づくりまちづくりのために ―
　

４
月
10
日
、
中
央
公
民

館
大
ホ
ー
ル
で
平
成
31
年

度
行
政
区
長
・
副
区
長
合

同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
年
度
当

初
に
行
政
区
長
・
副
区
長

が
一
堂
に
集
ま
り
、
町
の

今
年
度
の
予
算
や
事
業
の

説
明
を
受
け
、
行
政
区
運

営
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
は
午
前
９
時
30
分

に
始
ま
り
、
谷
中
聰
町
長

か
ら
新
行
政
区
長
・
副
区

長
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

31
年
度
町
政
運
営
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。「
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
理
念
に
、

働
き
た
い
ま
ち
、
子
ど
も

を
育
て
た
い
ま
ち
、
い
つ

ま
で
も
暮
ら
し
た
い
ま
ち

の
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
や
、
第
５
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

概
要
な
ど
を
述
べ
、
参
加

者
に
理
解
と
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
部
課
長
か

ら
一
般
会
計
、
特
別
会
計

の
予
算
概
要
や
区
長
・
副

区
長
の
役
割
に
つ
い
て
の

説
明
、
地
域
担
当
員
制
度

や
児
童
生
徒
の
通
学
路
防

犯
灯
な
ど
の
連
絡
事
項
が

あ
り
ま
し
た
。
長
時
間
に

お
よ
ぶ
会
議
の
中
、
参
加

者
は
説
明
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
自
分
た
ち
の
行
政

区
運
営
に
役
立
て
よ
う
と

熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

説明をする谷中町長

説明を聞く区長・副区長
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３
月
31
日
、
中
央
公
民
館
で
平

成
31
年
度
消
防
団
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
、
消
防
団
員
と
し
て
町
の

安
全
や
安
心
の
た
め
に
活
動
さ
れ

た
23
人
が
退
団
し
、
新
た
に
23
人

の
団
員
が
入
団
し
ま
し
た
。
谷
中

聰
町
長
は
「
今
後
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
消
防
団
の
役
割
を
担
う
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
体
調

管
理
に
十
分
注
意
さ
れ
、
精
一
杯

活
動
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
小
菅
団
長
は
「
自

分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
意
識
を
忘
れ
ず
、
火
事
や

災
害
の
現
場
で
は
自
分
の
身
の
安

全
に
も
十
分
気
を
つ
け
て
活
動
し

て
く
だ
さ
い
」と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
の
後
、
新
入
団
員

は
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

規
律
訓
練
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
操
作
方
法
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
規
律
訓
練
で
は
、
敬
礼
の
角

度
の
ポ
イ
ン
ト
や
回
れ
右
の
重
心

の
使
い
方
な
ど
を
学
び
、
操
作
方

法
で
は
、
器
具
の
使
い
方
や
危
険

な
点
な
ど
細
か
な
部
分
ま
で
丁
寧

に
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
新
入
団

員
は
慣
れ
な
い
動
き
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
、
真
剣
な
表
情
で
訓

練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

平成 31 年度八千代町消防団役員

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

　
　                 

ー
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
を
開
催
ー

（敬称略）

職 名 氏 名 行政区
団 長 小　菅　康　司 高　野
副 団 長 沢　木　清　司 高　野
副 団 長 渡　邉　利　明 久下田
指 導 長 沢　木　里　支 高　野
指 導 員 生　井　英　公 佐野東
指 導 員 杉　田　敏　博 高　野
指 導 員 岩　田　　　大 太　田
第１分団長 飯ケ谷　重　男 粟　野
第２分団長 高　田　　　尚 太　田
第３分団長 岡　田　義　則 西大山
第４分団長 大　里　将　史 蕗　田
第５分団長 坂　入　朝　規 本　田
第６分団長 片　平　　　徹 久下田
第７分団長 生　井　正　和 高　野

閲覧日 閲覧者氏名・住所 利用目的の概要 閲覧に係る選挙人の範囲

平成 30 年７月 23 日

株式会社マーケティング・リサーチ・
サービス
代表取締役　岩川恵理子
東京都文京区大塚 5-9-2

「平成 30 年度茨城県政世
論調査」の調査対象者抽
出のため

大字新井在住の 18 歳以上
の男女

平成 31 年１月９日
　　　　 〃  10 日

若い政治リーダーを育てる会
代表　中根善弘
東京都豊島区北大塚 2-28-7

町長選挙に伴う有権者の
確認のため

町内全域

区分 実施機関 請求件数
公開（開示）した情報の内訳

不服申立件数
公開件数 一部公開件数 非公開件数

情報公開

町 長 2 0 2 0 0

議 会 0 0 0 0 0

教 育 委 員 会 1 0 1 0 0

選挙管理委員会 0 0 0 0 0

個人情報 町 長 2 2 0 0 0

平成 30 年度情報公開・個人情報保護制度の実施状況

平成 30 年度選挙人名簿抄本の閲覧状況
平成 30 年度の選挙人名簿抄本の閲覧状況について、公職選挙法第 28 条の 4 第 7 項及び公職選挙法施行規則第 3 条の 4 の規
定により公表します。なお、在外選挙人名簿抄本については、閲覧の申出がありませんでした。

問  総務課行政管理係（内線 3310）

平成 30 年度における情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況をお知らせします。

小菅団長から辞令交付を受ける団員

規律訓練を受ける新入団員 操作訓練を受ける新入団員
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■
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
□
課
長

補
佐
／
斉
藤
典
弘
（
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
主
査
）
□
課
長
補
佐
／
鈴

木
和
美
（
福
祉
課
長
補
佐
）
□
課

長
補
佐
／
大
林
伸
光
（
秘
書
課
長

補
佐
）

■
財
務
課　
□
課
長
補
佐
／
関
和

之
（
秘
書
課
長
補
佐
）

◆
保
健
福
祉
部　

■
福
祉
課
　
□
課
長
補
佐
／
古
沢

武
春
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
査
）　

■
健
康
増
進
課　
□
課
長
補
佐
／

生
井
億
之（
都
市
建
設
課
長
補
佐
）

◆
産
業
建
設
部　

■
都
市
建
設
課　
□
課
長
補
佐
／

須
澤
晃
（
学
校
教
育
課
主
査
）

■
環
境
対
策
課　
□
課
長
心
得
／

富
永
浩
（
環
境
対
策
課
長
補
佐
）

□
課
長
補
佐
／
井
上
敦
之
（
生
涯

学
習
課
長
補
佐
）

◆
会
計
課　
□
会
計
管
理
者
兼
課

長
／
塚
原
渥
（
戸
籍
住
民
課
長
）

◆
農
業
委
員
会
事
務
局　
□
局
長

補
佐
／
篠
山
清
美
（
国
保
年
金
課

主
査
）
□
局
長
補
佐
／
山
崎
浩
司

（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
）

◆
教
育
委
員
会　

■
生
涯
学
習
課　
□
課
長
補
佐
／

岩
田
純
子（
戸
籍
住
民
課
長
補
佐
）　

□
課
長
補
佐
／
張
替
史
子
（
生
涯

学
習
課
主
査
）　

□
課
長
補
佐
／

初
沢
孝
（
生
涯
学
習
課
主
査
）

■
給
食
セ
ン
タ
ー
　
□
所
長
／
岩

坂
信
幸
（
秘
書
課
長
補
佐
）

〇
新
規
採
用　

□
国
保
年
金
課
主

任
／
荒
川
真
弘
□
国
保
年
金
課
主

事
／
綿
貫
耕
治
□
都
市
建
設
課
主

事
／
瓜
生
一
輝
□
上
下
水
道
課
主

事
／
渡
邉
亮
□
上
下
水
道
課
主
事

／
大
久
保
龍
輝
□
生
涯
学
習
課
主

事
補
／
稲
見
竜
也

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

□
青
木
康
洋
（
安
静
小
教
頭
）
□

柳
康
夫
（
中
結
城
小
教
頭
）
□
山

中
裕
子
（
八
千
代
一
中
教
諭
）

〇
転
出
（
３
月
31
日
付
け
）

■
西
豊
田
小　
□
校
長
／
廣
澤
嘉

成
（
南
飯
田
小
）
□
教
頭
／
青
木

昇
（
菅
原
小
校
長
）
□
教
諭
／
三

上
裕
一
（
上
妻
小
）
□
教
諭
／
田

崎
あ
い
子
（
下
館
小
）

■
安
静
小　
□
教
諭
／
大
島
慶
太

（
岩
井
中
）
□
養
護
教
諭
／
高
橋

裕
可
（
下
館
西
中
）

■
中
結
城
小　
□
教
諭
／
鈴
木
賢

司
（
千
代
川
中
）
□
養
護
教
諭
／

安
達
千
春
（
下
結
城
小
）

■
下
結
城
小　
□
教
諭
／
中
嶋
好

一
（
竹
島
小
教
頭
）
□
教
諭
／
青

木
千
尋
（
宗
道
小
）
□
養
護
教
諭

／
弦
巻
佳
緒
里
（
五
箇
小
）
□
係

長
／
福
島
恵
美
子
（
結
城
南
中
主

査
）

■
川
西
小　
□
教
諭
／
飯
田
靖
宏

（
石
下
小
教
頭
）
□
教
諭
／
梅
澤
佳

美
（
下
妻
小
）
□
主
事
／
山
下
祥

太
（
水
海
道
中
）

■
東
中　

□
教
頭
／
渡
辺
幸
司

（
五
所
小
）
□
教
諭
／
横
関
正
俊

（
大
国
小
教
頭
）
□
教
諭
／
柏
瀬

亮
（
西
豊
田
小
）

■
八
千
代
一
中　
□
教
諭
／
矢
神

隆
雄
（
下
妻
小
）
□
教
諭
／
西
野

い
づ
み
（
豊
加
美
小
教
頭
）
□
教

諭
／
小
島
昌
（
中
結
城
小
）
□
教

諭
／
大
山
香
織
（
結
城
中
）
□
教

諭
／
上
原
玉
絵
（
結
城
南
中
）
□

教
諭
／
木
村
和
樹
（
下
館
南
中
）

〇
転
入
（
４
月
１
日
付
け
）

■
西
豊
田
小　

□
校
長
／
荒
巻
英

栄
（
大
国
小
）
□
教
頭
／
根
本
愛
子

（
関
城
中
）□
教
諭
／
柏
瀬
亮（
東
中
）

■
安
静
小　
□
教
頭
／
忍
田
哲
郎

（
沓
掛
小
）□
教
諭
／
秋
葉
祐
子（
猿

島
中
）□
養
護
教
諭
／
松
橋
紀
子（
古

河
三
小
）

■
中
結
城
小　
□
教
頭
／
塙
伴
仁

（
千
代
川
中
）
□
教
諭
／
髙
橋
美

穂
子
（
宗
道
小
）
□
教
諭
／
小
島

昌
（
八
千
代
一
中
）
□
養
護
教
諭

／
大
関
京
子
（
川
島
小
）

■
下
結
城
小　
□
教
諭
／
栗
原
信

　　

４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
お

よ
び
小
中
学
校
職
員
の
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

□
中
久
喜
勉
（
会
計
管
理
者
兼
会

計
課
長
）
□
飯
島
絹
枝
（
長
寿
支

援
課
主
任
保
健
師
）
□
望
月
博
子

（
長
寿
支
援
課
主
幹
）

〇
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）

◆
秘
書
公
室

■
秘
書
課　
□
課
長
補
佐
／
野
中

清
昭
（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
）
□

課
長
補
佐
／
安
江
薫
（
財
務
課
主

査
）

◆
総
務
部　

■
税
務
課　
□
課
長
補
佐
／
齋
藤

武
史
（
税
務
課
主
査
）

■
戸
籍
住
民
課　
□
課
長
／
青
木

一
樹
（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
□

課
長
補
佐
／
高
橋
美
由
紀
（
健
康

増
進
課
長
補
佐
）

◆
企
画
財
政
部　

役　

場
（　

）
内
前
職

※
異
動
は
課
長
補
佐
級
以
上
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
︒

雄
（
下
妻
中
）
□
教
諭
／
村
田
と

も
え
（
騰
波
ノ
江
小
）
□
養
護
教

諭
／
安
達
千
春
（
中
結
城
小
）
□

係
長
／
酒
寄
智
玲（
水
海
道
西
中
）

■
川
西
小　
□
教
諭
／
太
田
由
美

子
（
上
妻
小
）
□
教
諭
／
倉
持
康

平
（
新
規
採
用
）
□
主
任
／
小
野

寺
一
浩
（
古
河
三
小
）

■
東
中　

□
教
頭
／
小
堀
勝
広

（
県
教
育
庁
）
□
教
諭
／
和
田
朋

子
（
新
規
採
用
）

■
八
千
代
一
中　

□
教
諭
／
川

上
義
明
（
下
館
中
）
□
教
諭
／
鹿

島
勇
弥
（
結
城
東
中
）
□
教
諭
／

赤
浜
寿
美
子
（
下
妻
中
）
□
教
諭

／
安
達
諒
子
（
新
規
採
用
）
□
教

諭
／
海
老
澤
雅
樹
（
新
規
採
用
）

人
事
異
動

人
事
異
動

人
事
異
動

今年度新規採用された職員

学
　
校
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粟
野
の
生
井
敬
輔
さ
ん
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の

ガ
ー
ナ
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
生
井
さ
ん
は
Ｐ

Ｃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
職
業
訓
練

校
で
訓
練
生
に
対
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知

識
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
な
ど
の
授
業
や
実
習

を
行
う
予
定
で
、
任
期
は
２
年
間
で
す
。

　
３
月
22
日
、
谷
中
聰
町
長
を
表
敬
訪
問

し
た
生
井
さ
ん
は
「
学
生
の
と
き
か
ら
国

際
協
力
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
教
え
る

立
場
に
な
る
の
は
初
め
て
で
す
が
、
自
分

の
知
識
と
経
験
を
活
用
し
、
任
地
の
た
め

に
精
一
杯
活
動
し
て
き
ま
す
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。谷
中
町
長
か
ら
は「
健

康
と
安
全
に
留
意
し
て
頑
張
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

八
千
代
第
一
中
学
校
、
東
中

学
校
、
八
千
代
高
等
学
校
の
３

校
共
催
に
よ
る
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
が
３
月
17
日
に
、

八
千
代
第
一
中
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
校
独
自

に
行
わ
れ
て
い
た
演
奏
会
を
３

校
合
同
で
行
う
の
は
今
回
が
初

め
て
で
、参
加
し
た
生
徒
は「
普

段
ほ
か
の
学
校
の
方
た
ち
と
一

緒
に
演
奏
す
る
機
会
は
無
い
の

で
、
と
て
も
新
鮮
で
楽
し
か
っ

た
で
す
」と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

記
録
を
も
と
に
酪
農
の
繁
殖
を
改
善

　

第
58
回
全
国
青
年
農
業
者
会

議
で
、
酪
農
を
行
っ
て
い
る
鬼

怒
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
髙
嶋
英
二
さ

ん
（
佐
野
西
）
が
畜
産
部
門
第

３
位
の
全
国
農
業
者
青
年
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞

し
、
３
月
19
日
に
谷
中
聰
町
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

髙
嶋
さ
ん
は
「
記
録
か
ら
始

め
る
和
牛
雌
牛
の
繁
殖
改
善
」

の
テ
ー
マ
で
研
究
を
重
ね
発

表
。
審
査
員
た
ち
か
ら
高
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

全
国
青
年
農
業
者
会
議
の
畜
産
部
門
で
第
３
位
を
受
賞

　

４
月
６
日
、
７
日
に
八
千
代

グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
憩
遊
館
で

さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
和
太
鼓
演
奏
や
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
が
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
る
中
、
来
場
者

は
白
菜
メ
ン
チ
カ
ツ
や
白
菜
キ

ム
チ
鍋
な
ど
の
グ
ル
メ
に
舌

鼓
。
豪
華
賞
品
が
当
た
る
大
抽

選
会
会
場
に
は
、
多
く
の
人
々

が
列
を
作
り
、
期
待
に
笑
み
を

浮
か
べ
な
が
ら
く
じ
を
引
く
様

子
が
あ
り
ま
し
た
。

３
校
の
吹
奏
楽
部
が
交
流
の
音
色

合
同
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

ガ
ー
ナ
共
和
国
で
支
援
活
動

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
で
派
遣

まつりを楽しむ来場者

桜
の
訪
れ
を
楽
し
み
な
が
ら

憩
遊
館
で
さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催

　
３
月
26
日
、
常
陽
銀
行
八
千

代
支
店
の
石
川
弘
樹
支
店
長
が

役
場
を
訪
れ
、
小
学
生
の
安
全

の
た
め
に
と
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
で
15
回

目
を
迎
え
ま
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
防
犯
ブ
ザ
ー
は

今
年
度
町
内
５
つ
の
小
学
校
に

入
学
し
た
１
年
生
１
４
７
人
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

赤松教育長に防犯ブザーを手渡す石川支店長

新
入
学
児
童
の
安
全
な
登
下
校
の
た
め
に

常
陽
銀
行
が
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

谷中町長に表敬訪問した生井さん

リズムを合わせて演奏をする生徒たち

谷中町長に受賞の報告をした髙嶋さん

町公式フェイスブックでは、取材の様子や紙面掲載
以外の写真もご紹介しています。ぜひご覧ください。
みなさんの「いいね」お待ちしています。

Yachiyo  Town  Topics



　
　　　　　　　　　　　　（敬称略）
■第 33 回町民卓球大会

〔と　き〕２月 17 日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町体育協会
〔主な結果〕
一般男子シングルス
優　勝　松本忠秋
準優勝　小口悠介
第３位　稲見竜也
第３位　阿久津智史
一般女子シングルス
優　勝　中野真悠子
準優勝　木村彩香
第３位　山口みや子
第３位　鳩貝友里奈
中学男子シングルス
優　勝　大里嵩（一中）
準優勝　関柊磨（東中）
第３位　稲村太河（一中）
第３位　稲村斗真（一中）
中学女子シングルス
優　勝　荒井愛月華（一中）
準優勝　秋葉花来（一中）
第３位　野口広香（一中）
第３位　北島亜弥（一中）

スポーツ大会の結果 混合ダブルス
優　勝　高橋幹夫・木村彩香
準優勝　松沼陽希・中野真悠子
第３位　小口悠介・宮本桜雪
第３位　稲葉真也・神長文則

■平成 30 年度第 25 回男子・第 31
回女子県西地区ミニバスケットボー
ル新人大会

〔と　き〕２月 23 日（土）、24 日（日）、
３月２日（土）、３日（日）

〔ところ〕岩瀬体育館ラスカ　他
〔主　催〕茨城県県西地区ミニバス
ケットボール連盟

〔主な結果〕
女子の部
第３位　西豊田ＭＢＣ

■第 17 回つくばカップ少年野球大会
〔と　き〕３月２日（土）
〔ところ〕上郷高校　他

〔主　催〕つくば市野球スポーツ少
年団

〔主な結果〕
優　勝　オール八千代

■第 28 回名崎少年野球団親善大会
〔と　き〕３月２日（土）、３日（日）
〔ところ〕古河市三和野球場　他
〔主　催〕名崎ヤンキース
〔主な結果〕
優　勝　安静ファイターズ

　

入賞したみなさん

開催日：９月 15 日（日）
会　場：八千代町総合体育館、八千代高校体育館

広告

広告

広告

オール八千代のみなさん

安静ファイターズのみなさん
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スポーツコーナー



広報やちよ№ 715　2019.5 月号　　　10

※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3510）

み ん な の 広 場

伊
い

 東
とう

舞
ま

 桜
お

さん（川西小６年）

　

私
の
大
好
き
な
人
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
お
ぼ
う
さ
ん
で
す
。
家
で
は
冗
談
ば

か
り
言
う
け
れ
ど
、
そ
う
ぎ
や
法
事
な
ど
の
お
仕
事

の
時
は
、
か
っ
こ
い
い
で
す
。
そ
ん
な
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
よ
う
な
お
ぼ
う
さ
ん
に
な
る
た
め
に
私
は
こ
の

春
休
み
に
得
度
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
得
度

と
は
、
お
ぼ
う
さ
ん
に
な
る
た
め
の
儀
式
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
毎
日
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
お
き
ょ
う
を
教

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
す
ご
く
む
ず
か
し
い
け
れ

ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
て
い
ね
い
に
教
え
て
く
れ
る

の
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
つ
い
て
、
色
々
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
ね
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

　お兄ちゃんお姉
ちゃんが大好きで
学校から帰って来
ると、嬉しくて大
喜びのふうた。い
つもみんなの事を
笑わせて、笑顔の
絶えない日々です。
元気に成長してね。

父　照大さん
母　淳子さん

大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん

島
し ま だ

田　楓
ふ う た

大ちゃん
 平成 29 年 12 月８日生まれ
 　　　　　　　　　（高崎）

　 誠
まこと大  好  き  な 人

笑顔がいいね !♥

　ちょっぴり甘え
ん坊だけど、好奇
心旺盛のはるき。
いつも家族を笑顔
にしてくれてあり
がとう。これから
も 明 る く 元 気 に
育ってください。

父　智宏さん
母　小百合さん

秋
あ き ば

葉　春
は る き

輝ちゃん
 平成 30 年３月 11 日生まれ
 　　　　　　　　　（尾崎）

さん



11　　広報やちよ№ 715　2019.5 月号

　　 　

こ
ん
に
ち
は
。
町
長
の
谷
中

聰
で
す
。

　

先
日
、
川
西
小
学
校
の
入
学

式
に
出
席
を
し
ま
し
た
。
新
１

年
生
15
人
が
元
気
よ
く
返
事
を

す
る
姿
は
、
と
て
も
ほ
ほ
え
ま

し
く
思
え
ま
し
た
。

　

私
は
、
子
育
て
世
代
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

八
千
代
町
で
は
、
少
し
で
も

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
平
成
26
年
４

月
に
「
出
産
子
育
て
奨
励
金
制

度
」
を
制
定
し
、
３
人
以
上
の

お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
に
、

合
計
で
30
万
円
の
奨
励
金
を
給

付
し
、
少
子
化
対
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
た
い
環
境
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
２

番
目
の
お
子
さ
ん
に
対
し
て

も
、
新
た
に
合
計
で
20
万
円
の

奨
励
金
を
給
付
で
き
る
よ
う

に
、
平
成
31
年
第
１
回
議
会
定

例
会
で
、
議
決
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
新
年
度
予
算
の
編
成
・

条
例
の
改
正
を
行
い
、
制
度
の

拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
は
町
に
と
り
ま
し
て
も
、
大

切
な
課
題
で
す
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
が
喜
び
を
も
っ
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
、
町
で
も
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

大
好
き
な
八
千
代
町
に
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
い
！

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い
ま

ち
八
千
代
を
目
指
し
ま
す
。

　　

私
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、「
オ
ー
ル
八
千
代
」

体
制
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、

皆
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い

ま
ち
八
千
代

町 長 の 部 屋 　vo l . 2

　
野
球
を
始
め
た
理
由
は
？

　
父
親
の
影
響
で
小
学
校
２
年
生

か
ら
地
元
の
安
静
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

で
野
球
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
19
歳
で
す
が
︑
今
ま
で
野

球
を
続
け
て
来
ら
れ
た
理
由
は
何

で
す
か
？

　

純
粋
に
野
球
が
好
き
な
こ
と

と
、
野
球
を
始
め
て
か
ら
家
族
を

は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え

応
援
し
て
い
た
だ
く
中
で
様
々
な

縁
が
生
ま
れ
、
今
の
茨
城
ア
ス
ト

ロ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
で
プ
レ
ー
が
で
き

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。　

（磯）
大
おおたけ
竹 凌

りょうた
大 さん ＢＣリーグで活動するプロ野球

チーム「茨城アストロプラネッツ」
で投手として活躍中。

　

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ

い
︒

　
今
の
球
団
に
移
籍
し
て
初
め
て

の
年
な
の
で
、
ま
ず
は
１
勝
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
最
終
的
に
は
最

多
勝
が
取
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
地
元
八
千
代
町
の
方
々
へ
何
か

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
？

　
一
生
懸
命
プ
レ
ー
し
て
、
観
客

の
方
々
に
元
気
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。
そ
し
て
、
野

球
を
通
し
八
千
代
町
を
含
め
茨
城

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
試
合
を
見
に
来
て
く

だ
さ
い
！
応
援
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ＱＡ ＱＡ

ＱＡＱＡ

インタビュー

町民の皆さまを
ご紹介していきます！

※
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー

　

ツ
活
性
化
を
目
的
と
し
て
２
０
０

　

７
年
に
「
北
信
越
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
」
と
し
て
ス

　

タ
ー
ト
し
、
現
在
11
球
団
で
行
っ

　

て
い
る
日
本
プ
ロ
野
球
独
立
リ
ー

　

グ
で
す
。

町
で
は
「
つ 

な 

ぐ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
広
報
紙
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
人
の
輪
を
広
げ
、

繋
ぐ
き
っ
か
け
と
し
て
様
々
な
町
民
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

アストロプラ
ネッツ公式HP
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５月の納税等
 納期内納付にご協力をお
願いします。
  

軽自動車税（全期）

　納期は
　５月 31 日（金）です　

お

知

ら

せ

　　　

町
で
は
、
各
自
治
体
ま
た
は
Ｎ
ｐ

Ｏ
法
人
等
が
主
催
す
る
市
民
後
見
人

の
養
成
講
座
を
受
講
し
よ
う
と
す
る

方
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

要
件　

○
町
内
に
住
所
を
有
し
、

居
住
し
て
い
る
25
歳
以
上
75
歳
未

満
の
方
○
町
税
等
に
未
納
が
な
い

方
○
社
会
貢
献
に
対
す
る
意
欲
と

熱
意
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康

で
あ
る
方
○
講
座
の
全
課
程
を
受

講
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
方
○
市

民
後
見
人
と
し
て
活
動
す
る
意
思

が
あ
り
、
修
了
者
名
簿
に
登
録
な

ら
び
に
受
任
の
意
思
が
あ
る
方
○

後
見
人
の
欠
格
事
由
に
該
当
し
な

い
方

補
助
金
額　

講
座
受
講
料
の
２
分

の
１
（
上
限
４
万
円
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
（
内
線
１
４
２
０
）

　

愛
鳥
週
間
の
普
及
啓
発
事
業
と

し
て
、
猟
友
会
鬼
怒
支
部
八
千
代

分
会
に
よ
る
「
実
の
な
る
木
配
布
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。
野
鳥
が
好
む

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
無
料
で
配

布
し
ま
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
12
日
（
日
）
午
前
10

時
～
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ

ジ
憩
遊
館
正
面
入
口
付
近

　

産
業
振
興
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
４
０
）

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
の
方
等
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
届
い
た

ら
、
５
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
の
ほ
か
ヤ
フ
ー
サ

イ
ト
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
（
５
月
31
日
ま
で
の
利
用
に
限

る
）
も
で
き
ま
す
。
な
お
、
心
身

に
障
害
の
あ
る
方
で
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
自
動
車
税
を
減
免
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

筑
西
県
税
事
務
所

　

０
２
９
６
‐
24
‐
９
１
９
０

　

　

６
月
１
日
～
10
日
は
「
電
波
利

用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期

間
」
で
す
。

　

関
東
総
合
通
信
局

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　

０
３
‐
６
２
３
８
‐
１
９
３
９

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　

０
３
‐
６
２
３
８
‐
１
９
４
５

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談

　

０
３
‐
６
２
３
８
‐
１
９
４
４

【
犬
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
埋
込

み
助
成
】

助
成
対
象　

飼
い
主
が
県
内
に
在

住
し
、
茨
城
県
獣
医
師
会
会
員
病

院
に
て
埋
込
み
を
実
施
し
た
犬
猫　

助
成
頭
数　
１
０
０
０
頭（
先
着
順
）

助
成
金
額　

１
頭
２
０
０
０
円

【
犬
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
デ
ー

タ
登
録
助
成
事
業
】

助
成
対
象　

飼
い
主
が
県
内
に
在

問

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え情報伝
達訓練を行います。この訓練は全国瞬時警報システ
ム（Ｊアラート）を用いたもので、八千代町以外の
地域でも様々な手段で訓練が行われます。

日　　時　５月 15 日（水）午前 11 時ごろ
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から
　　　　　　一斉に放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、Ｊアラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、防災八千代です。」
　　　　　下りチャイム音

※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に伝
　えるシステムです。

問い合わせ
消防交通課防災危機管理室（内線３４１０）

　町では、第 3 子以上の児童１人につき 30 万円の
奨励金を支給しています。平成 31 年４月１日から、
新たに第 2 子の児童１人につき 20 万円の奨励金を
支給いたします。

受給資格
○平成 31 年４月１日以降に第 2 子以上の児童を出
　産した方
○父母が対象児童出生の１年以上前から八千代町に　
　住民登録をされている方
○町税や保育料等の滞納がない方
○基準日において、対象児童以外に１人以上の児童
　を養育されている方
○出生後、２カ月以上及び、支給月まで継続して八
　千代町に住民登録されている方
支給金額
○第２子の児童１人につき最大 20 万円、第３子以
　上の児童１人につき最大 30 万円を 3 回に分けて
　支給します
※受給資格に該当する方には、お知らせいたします
　ので申請をお願いします。
問い合わせ　福祉課子育て支援室（内線１４３０）

問

茨
城
県
獣
医
師
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

問
市
民
後
見
人
養
成
講
座
受

講
の
補
助
に
つ
い
て

自
動
車
税
は
納
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

出産子育て奨励金の対象を「第２子」まで
拡大しました

５
月
10
日
か
ら
16
日
は

「
愛
鳥
週
間
」
で
す

ス
ト
ッ
プ　

不
法
電
波

TEL

TEL TELTEL 問



13　　広報やちよ№ 715　2019.5 月号 ●人口 22,152 人 (1,193) ●男 11,652 人 (1,000) ●女 10,500 人 (193)
●世帯数 7,625 世帯 (1,005)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 ４月１日現在

Information

オレンジカフェやちよ
５月から、開始時間が変更になります。

午後１時 30 分～３時 

認知症の相談もできます。
  ○５月 15 日（水）　　　○６月１日（土）
　「リハビリ体操」ほか　  「楽しく脳トレ」
　  場　所： 図書館会議室
　  参加費：100 円
　  地域包括支援センター  （内線１２２０）問

問

住
し
茨
城
県
獣
医
師
会
会
員
病
院

に
て
埋
込
み
を
実
施
し
た
犬
猫

助
成
頭
数　
１
０
０
０
頭（
先
着
順
）

助
成
内
容　

１
頭
１
０
０
０
円

　

茨
城
県
獣
医
師
会

　

０
２
９
‐
２
４
１
‐
６
２
４
２

日
時　

５
月
16
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者　

就
職
の
悩
み
を
抱
え
る

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
、
ま
た

は
そ
の
保
護
者
・
関
係
者

内
容　

就
職
の
悩
み
解
消
セ
ミ
ナ
ー
、

面
接
練
習
、
履
歴
書
添
削
な
ど

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

５
月
15
日
（
水
）

　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
や
父
子

家
庭
の
父
ま
た
は
寡
婦
で
今
後
就

労
を
希
望
す
る
方

受
講
種
目　

介
護
職
員
初
任
者

募
集
人
員　

20
人

期
間　

６
月
９
日
（
日
）
か
ら
日

曜
日
の
み
14
日
間

場
所　

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
水
戸
市
八
幡
町
11-

52
）

自
己
負
担
額　

６
０
０
０
円
※
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
保
険
料
別
途

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
用
紙

は
役
場
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

申
込
期
限　

５
月
25
日
（
土
）

※
託
児
付
き（
２
歳
以
上
。要
予
約
）

　

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
４
９
７

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　
（
内
線
１
４
３
０
）

日
時　

６
月
８
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
２
時
15
分
※
雨
天
決
行

場
所　

あ
じ
さ
い
学
園
寮

内
容　

各
種
イ
ベ
ン
ト
、模
擬
店
、

ゲ
ー
ム
、
バ
ザ
ー
な
ど

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

あ
じ
さ
い
学
園
寮

　

０
２
９
６
‐
48
‐
３
８
８
０　

日
時　

６
月
２
日
（
日
）
午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時
（
受
付
午
前
９

時
30
分
～
）

場
所　
常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
【
午
前
の
部
】
分
科
会
【
午

後
の
部
】
記
念
講
演
「
幸
せ
の
経

済
へ
の
帰
り
道
～
求
め
ら
れ
る
政

策
の
正
し
い
あ
り
方
～
」
浜
矩
子

氏
（
同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
）

費
用　

１
０
０
０
円
（
資
料
代
）

※
１
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
の
保
育

を
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
県
母
親
大
会
実
行
委
員
会

　

０
２
９
‐
８
２
４
‐
８
９
４
９

　
　

　

母
子
家
庭
等
自
立
促
進
講

習
会
の
お
知
ら
せ

問
第
59
回
茨
城
県
母
親
大
会

を
開
催
し
ま
す

慰霊巡拝事業の参加者を募集します

　厚生労働省では、戦没者遺族を対象とした慰霊巡
拝事業を実施しています。申し込み受付後、厚生労
働省において審査のうえ決定となります。

※実施時期や期間等は、相手国の都合により変更に
　なる場合があります。詳しくは下記までお問い合
　わせください。
問い合わせ　
茨城県健康長寿福祉課　℡ 029-301-3337

TEL

（一財）八千代町ふるさと公社職員募集
　八千代グリーンビレッジ憩遊館管理運営業務を行う
正職員を募集します。詳細はお問い合わせください。

募集人員　若干名
対 象 者　 高卒以上　　
賃　　金　高卒 148,600 円～　大卒 180,700 円～
　　　　　※賞与は年２回支給
就業時間　午前８時 30 分～午後９時 30 分（時間内
　　　　　シフト制。週休２日制）
　　　　　※年次有給休暇 15 日（６カ月経過後）
応募方法　履歴書（写真添付）を持参、または送付
　　　　　してください。
選考方法　書類選考のうえ、面接により決定。
　　　　※面接日時等は申込者にお知らせします。

問い合わせ・提出先
　〒 300-3565　八千代町大字松本 592 番地
　（一財）八千代町ふるさと公社
　八千代グリーンビレッジ憩遊館内　℡ 0296-48-4126

問

TEL TEL

TEL

実施地域名 実施予定期間 定員 申込期限

東部ニューギニア ９月 28 日（土）
～ 10 月５日（土）20 名 ５月 22 日

（水）
硫黄島（１次） 11 月中旬 100 名 ―
フィリピン（１班）
フィリピン（２班）
フィリピン（３班）

２月 13 日（水）
～２月 20 日（水）70 名 ９月 19 日

（木）

硫黄島（２次） ２月中旬 100 名 ―

催

し

物

問
就
職
す
る
と
決
め
た
あ
な

た
を
応
援
し
ま
す
！

第
34
回
あ
じ
さ
い
祭

問

問TEL
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改
良
土
の
禁
止
、
事
業
着
手
後

の
土
壌
調
査
・
報
告
の
義
務
化
、

施
工
管
理
者
の
設
置
義
務
化
、
罰

則
の
強
化
な
ど
、
行
政
の
主
導
権

限
等
を
拡
充
す
る
も
の
で
す
。

◇
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
会
議
員

　

平
成
31
年
１
月
15
日
付
け
で
前

任
の
水
垣
正
弘
議
員
が
失
職
し
た

こ
と
に
伴
い
、
選
挙
を
行
い
ま
し

た
。
指
名
推
選
に
よ
り
大
久
保
武

議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　◇

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員

　

広
域
連
合
議
会
議
員
の
任
期
が

平
成
31
年
３
月
18
日
で
満
了
と
な

る
こ
と
に
伴
い
、
一
般
選
挙
を
行

い
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、
上
野

政
男
議
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
町
道
路
線
の
廃
止

　

県
営
畑
総
（
中
結
城
地
区
）
に

伴
い
、
成
田
・
佐
野
地
内
の
２
路

線
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◇
町
道
路
線
の
認
定

　

県
営
畑
総
（
中
結
城
地
区
）
と

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

い
、
成
田
・
佐
野
・
菅
谷
地
内
の

可
決
し
た
議
案
内
容

議会だより

◇
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正　
　

　

人
事
院
規
則
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
時
間
外
勤
務
に
関
す

る
必
要
事
項
に
つ
い
て
、
町
規
則

へ
委
任
す
る
規
定
を
加
え
る
も
の

で
す
。

　

規
則
で
定
め
る
内
容
は
、
長
時

間
労
働
の
是
正
の
た
め
、
超
過
勤

務
命
令
の
上
限
時
間
を
設
定
す
る

も
の
で
す
。

◇
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正　
　

　

医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル

福
）
に
お
い
て
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者
を
対
象

と
し
て
加
え
る
も
の
で
す
。

◇
出
産
子
育
て
奨
励
金
支
給
条
例

の
一
部
改
正

　

出
産
子
育
て
奨
励
金
の
対
象
者

を
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を
出
産

し
た
方
か
ら
第
２
子
以
上
の
児
童

を
出
産
し
た
方
に
拡
充
す
る
も
の

で
す
。

◇
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
、

盛
土
及
び
た
い
積
の
規
制
に
関
す

る
条
例
の
全
部
改
正　
　

３月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１７３

副町長に古宇田信一氏を選任、平成３１年度一般会計予算を可決

可
決
し
た
議
案
内
容

可
決
し
た
議
案
内
容

10
路
線
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
副
町
長
の
選
任
同
意　
　

　

副
町
長
に
古こ

う

だ

宇
田
信し

ん
い
ち一

さ
ん

（
つ
く
ば
市
在
住
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

●　

条　

例

　平成 31 年第１回定例会は、３月５日から 15 日までの 11 日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部より平成 31 年度当初予算をはじめ、条例改正や副町長の選任同意など 23 議案が
提案され、すべての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は、３月 12 日と 14 日に行われ、10 人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより

会 計 区 分 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増 減 率

一 般 会 計 78 億 9 千 200 万円 75 億 7 千 900 万円 4.1%

国 民 健 康 保 険 30 億 3 千 454 万 7 千円 30 億 4 千 189 万円 △ 0.2%

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1 千 90 万 5 千円 1億 9千 481 万 1 千円 8.3%

介護（保険事業） 17 億 4 千 461 万 4 千円 16 億 6 千 526 万 2 千円 4.8%

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 450 万 9 千円 404 万 1 千円 11.6%

区 画 整 理 1 億 4 千 581 万 3 千円 1億 3千 210 万 7 千円 10.4%

農 業 集 落 排 水 2 億 9 千 337 万 2 千円 3億 5千 370 万 7 千円 △ 17.1%

下 水 道 4 億 9 千 105 万 2 千円 4億 1千 758 万 2 千円 17.6%

水　道　事　業　会　計

３条予算（収益的収入及び支出）

・収入　5億 1千 449 万 3 千円（前年度 4億 7千 87 万円）対前年度 9.3% 増

・支出　4億 362 万 4 千円（前年度 3億 5千 920 万 5 千円）対前年度 12.4% 増

４条予算（資本的収入及び支出）

・収入　0円（前年度 0円）

・支出　5千 355 万 7 千円（前年度 9千 672 万円）対前年度 44.6% 減

※�不足額 5千 355 万 7 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、

当年度分損益勘定留保資金で補填

◇平成 31 年度　当初予算◇

●　

そ
の
他

●　

選　

挙

●　

人　

事
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会 計 区 分 ３ 月 補 正 額 補 正 後 総 額

一 般 会 計 9千 420万 5千円 85億 5千 631万 2千円

国 民 健 康 保 険 9千 652万 5千円 32億 5千 763万 8千円

後期高齢者医療 612万 6千円 2億 321万 7千円

介護（保険事業） 5千 5万1千円 17億 8千 762万 6千円

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 65万 8千円 469万 9千円

区 画 整 理 △121万 8千円 1億 3千 294万 8千円

農 業 集 落 排 水 △1千 871万円 3億 3千 629万1千円

下 水 道 △1千124万円 4億 674万 8千円

水　道　事　業　会　計

３条予算（収益的収入及び支出）

・�収入：1 千 892 万 8 千円を増額し、収入合計を 4  

億 8 千 979 万 8 千円とするもの

・�支出：80 万 9 千円を増額し、支出合計を 3 億 6

千 1万 4千円とするもの

４条予算（資本的収入及び支出）

・�支出：1 千 441 万 8 千円を減額し、支出合計を 8

千 230 万 2 千円とするもの

●　

平
成
30
年
度
補
正
予
算

審　議　内　容

議席 1 3 4 5 7 8 9 11 12 13 14
議
長

審
議
結
果

増
田　

光
利

大
里　

岳
史

廣
瀬　

賢
一

大
久
保
弘
子

中
山　

勝
三

生
井　

和
巳

大
久
保　

武

小
島　

由
久

宮
本　

直
志

大
久
保
敏
夫

湯
本　
　

直

上
野　

政
男

平成 30 年度八千代町一般会計補正予算（第 5号） 可決 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

平成 30 年度八千代町国民健康保険特別会計補正予算（第 2号） 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

平成 31 年度八千代町一般会計予算 可決 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

平成 31 年度八千代町国民健康保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

平成 31 年度八千代町後期高齢者医療特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

平成 31 年度八千代町介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

副町長の選任につき同意を求めることについて 可決 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 〇 × 〇 ―

〇・・・賛成　　×・・・反対

※今定例会で審議された議案等のうち、意見が分かれた案件のみ、上記の一覧表に掲載しています。なお、記載のない

　議案等については、「全会一致（全員が賛成）で可決または承認」しています。審議の詳しい内容は、議会のホームペー

　ジの会議録（５月下旬頃掲載予定）をご覧ください。

第１回定例会における議案等の審議結果

　

去
る
２
月
６
日

に
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
か
ら
、
永
年

に
わ
た
る
地
方
自

治
功
労
者
と
し
て
、  

大
久
保
敏
夫
議
員
、

宮
本
直
志
議
員
（
議

員
在
職
27
年
以
上
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。 全

国
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

請願・陳情の提出について

請願・陳情はどなたでも提出できます

　町民のみなさんの意見や要望などを議会に

提出することができます。

　随時受け付けを行っています。

　

　〇請願

　　紹介議員が必要です。その内容に該当

　する常任委員会で審議します。

　〇陳情

　　議員の紹介は不要です。　

　

※�その他、詳しくは議会公式ホームページを

ご覧ください。
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私
は
福
島
第
一
原
発
の
事
故
以

来
、
原
発
に
関
す
る
質
問
を
取
り

上
げ
、
そ
の
危
険
性
を
訴
え
て
き

ま
し
た
。

　

大
久
保
前
町
長
は
、
東
海
第
二

原
発
に
対
し
て
再
稼
働
反
対
の
意

向
を
表
明
し
て
い
ま
し
た
が
、
谷

中
新
町
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
な

の
か
、
見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

国
や
県
、
近
隣
市
町
の

動
向
を
見
据
え
つ
つ
も
、
安
全
性

の
確
保
と
実
効
性
の
あ
る
避
難
計

画
の
策
定
、
そ
し
て
県
民
の
理
解

が
深
ま
ら
な
い
限
り
、
再
稼
動
反

対
の
意
向
を
示
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

新
町
長
の
町
政
に
あ
た
っ
て
の

運
営
方
針
に
つ
い
て

生
産
体
制
強
化
支
援
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
予
算
に
お
い
て
、

常
総
ひ
か
り
農
業
協
同
組
合
が

実
施
す
る
集
出
荷
施
設
の
建
設

事
業
へ
の
補
助
と
し
て
、
生
産

体
制
強
化
支
援
事
業
等
に
よ
り

３
億
２
千
万
円
の
予
算
を
本
議
会

で
は
議
決
し
ま
し
た
。
昨
年
６
月

の
補
正
予
算
が
組
ま
れ
る
ま
で
の

経
緯
と
、
工
事
の
現
在
の
進
捗
状

況
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

本
事
業
に
つ
い

て
は
、
昨
年
２
月
に
常
総
ひ
か
り

農
業
協
同
組
合
か
ら
町
へ
事
業
計

画
の
承
認
申
請
が
提
出
さ
れ
、
そ

の
後
、
４
月
に
国
か
ら
県
へ
事
業

計
画
を
承
認
す
る
こ
と
で
連
絡
が

あ
り
、
同
じ
く
４
月
に
県
か
ら
町

に
も
そ
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
昨
年
６
月
の
定
例

会
で
補
正
予
算
案
を
提
出
し
、
議

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
10
名
が
登
壇

決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
９
月
に
機
械
設
備
分

の
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
が
、

施
設
本
体
の
契
約
に
つ
い
て
は
、

２
月
に
行
わ
れ
た
入
札
が
不
調
と

な
っ
た
た
め
、
第
２
回
目
の
入
札

が
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
現
在
、
工
事
は
未
着
工

の
状
態
で
す
。

町　

長　

集
出
荷
施
設
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
農
業
の
生
産
安

定
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
町
全
体

の
農
業
活
性
化
に
資
す
る
と
判
断

し
、
補
助
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
町
長
選

挙
に
お
い
て
、
町
長
は
最
多
票
を

獲
得
し
当
選
し
ま
し
た
。
今
回
の

選
挙
の
流
れ
の
中
で
、
町
長
の
後

援
会
が
多
く
の
行
政
区
で
設
立
さ

れ
、
後
援
会
の
人
た
ち
は
落
と
さ

れ
た
10
万
円
で
酒
を
飲
み
な
が
ら

「
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う
」

と
話
し
て
い
た
、
ま
た
、
町
長
は

挨
拶
に
来
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う

う
わ
さ
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
お
伺

い
し
ま
す
。

町　

長　

区
長
を
や
っ
て
い
る
方

と
行
政
区
の
内
容
と
は
別
件
で
お

邪
魔
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
道

路
が
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
て
ほ
し
い
な
ど
、
声
を
か

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
そ
う
い
う
場
合
に
お
邪
魔
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
い

ろ
い
ろ
あ
る
団
体
に
お
邪
魔
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
。

大久保 敏夫 議員

　

町
長
は
、
町
政
運
営
方
針
の
中

で
、
学
校
給
食
の
調
理
・
配
送
業

務
へ
の
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活

用
を
「
検
討
す
る
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
定
例
会

で
審
議
中
の
新
年
度
予
算
案
に

は
、
平
成
31
年
度
か
ら
平
成
33
年

度
に
か
け
合
計
１
億
７
千
50
万
円

の
調
理
・
配
送
業
務
委
託
料
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
に
事
前
報
告
も
な
く
、
な

ぜ
民
間
委
託
を
選
択
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

教
育
次
長　

９
月
か
ら
新
た
な
給

食
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始
さ
れ
る

予
定
で
、
こ
れ
を
機
に
調
理
・
配

送
業
務
の
民
間
業
者
へ
の
業
務
委

託
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
民
営
化
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
給
食
セ
ン

タ
ー
職
員
で
あ
る
管
理
栄
養
士
な

ど
が
献
立
の
作
成
、
食
材
の
選
定
・

購
入
、
調
理
の
指
示
、
調
理
物
の

検
査
及
び
給
食
指
導
等
を
行
い
、

食
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
た
上

で
調
理
・
配
送
作
業
等
の
み
を
民

間
業
者
に
委
託
す
る
も
の
で
す
。

町　

長　

給
食
セ
ン
タ
ー
を
安
全

か
つ
効
率
的
に
運
営
す
る
に
は
、

民
間
企
業
に
委
託
す
る
こ
と
で
、

専
門
的
知
識
や
経
験
に
よ
り
蓄
積

さ
れ
た
技
術
を
活
用
し
、
町
職
員

で
あ
る
管
理
栄
養
士
の
指
導
の
も

と
で
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
が
最

善
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
調
理
・
配
送
業
務
の
民
間

企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
に
つ
い
て

大久保 弘子 議員

今年９月稼働予定の給食センター
（イメージ図）
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に
、
常
に
職
員
の
先
頭
に
立
っ
て
、

と
も
に
汗
を
か
き
な
が
ら
、
私
の

夢
で
あ
る
「
い
つ
ま
で
も
住
み
つ

づ
け
た
い
ま
ち　

八
千
代
」
の
実

現
に
向
け
て
、
議
員
各
位
を
は
じ

め
、
町
民
の
皆
様
方
と
と
も
に

オ
ー
ル
八
千
代
の
体
制
で
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�
ま
た
、
財
源
の
確
保
は
、
喫
緊

の
最
重
要
課
題
で
す
。
収
入
の
根

幹
を
な
す
町
税
に
つ
い
て
は
、
適

正
課
税
、
期
限
内
納
付
を
目
標
に
、

財
源
の
確
保
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

�

さ
ら
に
新
た
な
財
源
確
保
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
現
在
、
八
千

代
工
業
団
地
東
地
区
に
つ
い
て

は
、
２
社
の
工
場
立
地
が
決
定
し

て
い
ま
す
が
、
残
る
西
地
区
に
つ

い
て
も
、
私
が
企
業
誘
致
活
動
の

先
頭
に
立
ち
、
一
日
も
早
い
企
業

の
立
地
が
実
現
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
企
業
誘
致
に
よ

る
税
収
の
確
保
は
、
安
定
的
な
財

源
の
確
保
で
す
。
八
千
代
工
業
団

地
へ
の
企
業
誘
致
を
最
優
先
し
、

新
た
な
工
業
系
土
地
利
用
の
可
能

性
な
ど
を
模
索
し
な
が
ら
、
計
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

八
千
代
町
行
政
運
営
に
つ
い
て

小島 由久 議員

そ
の
他
の
質
問

・
町
長
の
公
約
に
つ
い
て

　

先
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
町

長
は
「
い
つ
ま
で
も
住
み
つ
づ
け

た
い
ま
ち
」
を
公
約
に
掲
げ
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
町
長
に
就
任
さ
れ

た
以
上
、
町
の
将
来
を
守
る
た

め
、
新
し
い
行
政
改
革
、
行
政
運

営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
新
町
長
の
手
腕
に
町
民
の

方
も
期
待
し
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
運

営
を
行
う
た
め
に
は
、
財
源
の
確

保
が
肝
要
で
す
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
ど
の
よ
う
に
し
て
財
源

を
確
保
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、

行
政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
、
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

町　

長　

定
例
会
初
日
の
所
信
表

明
で
述
べ
た
約
束
を
行
政
運
営
の

視
野
に
お
き
、
町
民
の
皆
様
と
の

信
頼
関
係
を
更
に
深
め
る
と
と
も

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

部
活
動
の
大
会
等
に
お
い
て
、
会

場
ま
で
の
移
動
に
町
の
バ
ス
を
使

用
で
き
な
い
場
合
に
は
、
民
間
バ

ス
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
保

護
者
の
方
に
は
負
担
を
か
け
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
教
育
課
題
の
一

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長　

少
子
化
対
策
と
し
て
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身

と
も
に
た
く
ま
し
く
育
ち
、
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
安
全
・

安
心
で
快
適
な
教
育
環
境
の
充
実

に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
教
育

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
内
小
学
校
に
つ
い
て
は
空
調

設
備
の
設
置
が
完
了
し
て
い
ま
す

が
、
中
学
校
は
未
整
備
で
あ
り
、

近
年
の
傾
向
か
ら
も
猛
暑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
今
が
夏
に
向
け
て
の

猛
暑
対
策
準
備
期
間
だ
と
思
い
ま

す
が
、
整
備
時
期
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
に
お
い
て
、
子

ど
も
達
が
少
な
い
た
め
か
、
八
千

代
一
中
に
あ
り
、
東
中
に
な
い
部

活
が
あ
り
ま
す
。
入
り
た
い
部
活

が
な
い
た
め
、
希
望
と
違
う
部
活

に
入
部
し
た
り
、
東
中
の
生
徒
が

八
千
代
一
中
の
部
活
に
通
っ
て
い

た
り
す
る
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、

一
中
と
東
中
を
統
合
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
試
合
等
の
遠
征
時
に

は
、
部
費
か
ら
費
用
を
捻
出
し
、

バ
ス
会
社
に
送
迎
を
依
頼
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
町
バ
ス
を
利
用

し
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　

中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
は
、
工
事
完
了
を

本
年
６
月
末
日
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

一
部
の
部
活
動
に
お
い
て
、
大
会

等
へ
の
参
加
を
見
据
え
た
上
で
、

２
つ
の
中
学
校
の
合
同
部
活
動

チ
ー
ム
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
改

善
す
る
方
向
で
、
話
し
合
い
を
進

小
・
中
学
校
の
課
題
に
つ
い
て

大里 岳史 議員

猛暑になる前に暑さ対策を

八千代工業団地への企業誘致を優先
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生
活
の
中
の
手
助
け
を
、
自
分
た

ち
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
青
少
年

の
健
全
育
成
や
町
の
高
齢
者
対
策

に
お
い
て
、
双
方
に
大
変
有
意
義

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
の

提
案
を
今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
及
び
活
動
の
参
考
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

今
回
、
ご
提
案

い
た
だ
い
た
若
い
人
た
ち
な
ら
で

は
の
視
点
や
柔
軟
な
発
想
は
、
町

も
推
進
し
て
お
り
ま
す
６
次
産
業

化
に
つ
い
て
、
貴
重
な
意
見
が
あ

り
、
大
変
参
考
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
回
提
案
い
た
だ
い
た
も
の
を

参
考
に
、
町
の
特
産
品
や
地
域
資

源
を
活
用
し
た
加
工
品
や
特
産
品

の
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

憩
遊
館
に
お
い
て
も
、
新
た
な

フ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
や
新
た

な
お
客
様
の
確
保
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
な
効
果

的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長　

高
齢
者
宅
訪
問
の
企
画

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
商
工
会
と

八
千
代
町
の
未
来
を
創
る
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８
に
つ
い
て

生井 和巳 議員

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
ア
イ
デ

ア
を
具
現
化
す
る
た
め
の
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

・
出
産
子
育
て
奨
励
金
に
つ
い
て

　

先
日
、
町
商
工
会
が
主
催
と
な

り
、
八
千
代
町
の
未
来
を
創
る
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
八
千
代
高
校
生
の
企
画

は
、
八
千
代
高
校
生
が
高
齢
者
宅

を
訪
問
し
、
電
化
製
品
を
安
全
に

使
用
す
る
た
め
の
点
検
な
ど
を
行

う
も
の
で
、
青
少
年
育
成
と
高
齢

者
対
策
を
一
度
に
進
め
る
企
画
で

し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
町

の
特
産
物
を
活
用
し
た
フ
ー
ド
メ

ニ
ュ
ー
の
作
成
や
加
工
・
販
売
等

の
６
次
産
業
化
へ
の
企
画
も
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
を
町
で
も
参
考

に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

八
千
代
高
校
の

生
徒
か
ら
の
高
齢
者
宅
訪
問
に
つ

い
て
の
提
案
は
、
高
校
生
の
立
場

か
ら
高
齢
者
が
必
要
と
す
る
日
常

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
の
臨
時
国
会
で
、

上
水
道
民
間
化
の
導
入
を
促
進
す

る
改
正
水
道
法
が
成
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
一
度
民
営
化
し
た
水

道
事
業
を
再
び
公
営
化
に
戻
す
世

界
の
潮
流
と
逆
行
す
る
法
案
で

す
。
当
町
の
場
合
、
直
ち
に
民
営

化
を
導
入
す
る
状
況
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
将
来
の
見
通
し
を

伺
い
ま
す
。

町　

長　

水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
継
続
的
な
利
益
を
計
上
で
き

て
お
り
良
好
な
経
営
状
況
で
す
。

当
面
の
間
は
町
で
運
営
し
て
い
き

ま
す
が
、
調
査
・
検
討
に
つ
い
て

も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
介
護
予
防
に
つ
い
て

・ 

鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

　

西
山
工
業
団
地
で
使
用
す
る
工

業
用
水
は
、
団
地
内
で
掘
削
し
た

井
戸
か
ら
充
当
し
て
い
る
と
聞
い

た
が
、
使
用
量
に
不
足
は
な
い
の

か
、
使
用
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ま
た
、
工
業
用
水
の
安
定
供
給

は
、
今
後
の
企
業
誘
致
を
図
る
意

味
で
重
要
で
す
。
し
か
し
、
当
町

は
県
工
業
用
水
事
業
に
お
け
る
取

水
権
を
有
し
て
お
ら
ず
、
町
浄
水

場
か
ら
の
給
水
で
対
応
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
後
、
八
千
代
工

業
団
地
に
企
業
を
誘
致
し
た
場

合
、
工
業
用
水
は
確
保
で
き
る
の

か
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

現
在
、
西
山
工

業
団
地
浄
水
場
か
ら
、
２
社
に
工

業
用
水
を
給
水
し
て
お
り
、
１
日

当
た
り
平
均
使
用
量
は
、
平
成
30

年
度
２
月
末
時
点
で
４
１
３
立
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
県
よ
り
許
可
さ
れ
て
い
る

１
日
当
た
り
の
地
下
水
採
取
量

６
９
５
立
方
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内

で
あ
り
、
工
業
用
水
の
供
給
量
は

不
足
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
当
水
道
事
業
の
過
去

３
年
間
の
１
日
当
た
り
平
均
配

水
量
は
４
千
４
３
０
立
方
メ
ー

ト
ル
で
、
１
日
最
大
配
水
量

５
千
１
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の

87
％
程
度
で
す
。
よ
っ
て
、
誘
致

し
た
企
業
が
水
道
水
を
使
用
し
て

も
、
使
用
量
に
は
影
響
は
な
い
も

工
業
用
水
の
使
用
に
つ
い
て

増田 光利 議員
様々な意見の発表がありました

工場の稼働に水は不可欠
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も
と
よ
り
、
警
察
、
児
童
相
談
所

等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
月
一
度
の
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
を
実
施
し
、
虐
待
を

含
む
要
保
護
児
童
等
の
早
期
発

見
、
早
期
対
応
が
で
き
る
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
表
彰
式
に
お
け
る
功
労
者

の
表
彰
に
つ
い
て
、
建
設
業
者
の

基
準
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま

た
、
議
会
議
員
や
常
勤
の
特
別
職
、

一
般
職
の
表
彰
基
準
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

企
画
財
政
部
長　

建
設
業
者
に
つ

い
て
は
、
年
間
の
請
負
合
計
額
や

一
件
の
請
負
額
等
を
参
考
に
功
績

顕
著
な
者
を
推
薦
し
て
い
ま
す
。

総
務
部
長　

議
会
議
員
・
常
勤
の

特
別
職
は
12
年
、
一
般
職
の
職
員

は
20
年
以
上
の
功
績
や
勤
務
実
績

が
表
彰
の
基
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。

町　

長　

建
設
業
者
を
表
彰
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
表
彰
を
通
じ

て
幅
広
く
事
業
の
目
的
、
効
果
等

児
童
虐
待
に
つ
い
て

廣瀬 賢一 議員

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
、
人
材
不
足
に
悩
む
業
界
に
対

し
て
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
又
は
従

業
員
の
満
足
度
や
意
欲
の
向
上
、

優
秀
な
人
材
の
確
保
な
ど
、
業
界

の
成
長
及
び
発
展
に
結
び
つ
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

発
的
に
発
生
し
て
い
る
状
況
で
、

施
設
の
維
持
管
理
は
地
元
の
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
基
幹
産
業
と
位
置
付
け

る
行
政
の
立
場
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
支
援
体
制
を
と
れ
る
の
か
、

お
聞
き
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

各
土
地
改
良
区

や
維
持
管
理
組
合
等
が
実
施
す
る

既
存
施
設
の
補
修
を
含
む
土
地
改

良
事
業
に
対
し
、
補
助
金
の
交
付

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
補
助
金
交
付
要
項
の
概
要
と

し
ま
し
て
、
県
単
独
補
助
事
業
や

適
正
化
事
業
、
特
認
事
業
等
に
分

か
れ
て
お
り
、
実
施
設
計
費
を

除
く
総
事
業
費
の
10
％
か
ら
22
・

５
％
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

す
る
も
の
で
す
。

　

　

一
級
町
道
15
号
線
は
、
幅
員
が

狭
く
、
通
行
車
両
の
す
れ
違
い
に

支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
ま
た
、

東
仁
連
川
に
架
か
る
い
ず
れ
の
橋

梁
も
バ
ス
等
の
大
型
車
両
は
通
行

で
き
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
路
線
が
整
備
さ
れ
れ

ば
、
坂
東
市
、
埼
玉
県
・
東
京
都

方
面
及
び
圏
央
道
へ
の
広
域
的
な

連
絡
道
が
確
立
さ
れ
、
当
町
の
産

業
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
橋
梁
新
設
を
伴
う
一

級
町
道
15
号
線
道
路
改
良
事
業
の

整
備
計
画
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

次
年
度
以
降
の

計
画
で
す
が
、
平
成
31
年
度
に
橋

梁
詳
細
設
計
を
実
施
し
、
平
成
32

年
度
に
用
地
測
量
業
務
を
実
施
す

る
計
画
で
す
。
平
成
33
年
度
に
お

い
て
は
、
不
動
産
鑑
定
評
価
業
務

及
び
家
屋
等
の
物
件
移
転
補
償
業

務
を
実
施
し
た
上
で
、
補
償
額
の

算
定
業
務
を
実
施
し
、
用
地
交
渉

に
着
手
す
る
計
画
で
す
。

　

橋
梁
新
設
事
業
に
は
莫
大
な
事

業
費
を
費
や
す
こ
と
に
な
る
の

で
、
国
庫
補
助
事
業
等
あ
ら
ゆ
る

方
策
を
活
用
し
、
町
の
財
政
負
担

を
減
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

当
町
の
土
地
改
良
施
設
は
、
老

朽
化
を
原
因
と
し
た
不
具
合
が
散

一
級
町
道
15
号
線
道
路
改
良
に
つ
い
て

大久保 武 議員

　

昨
年
３
月
に
東
京
都
目
黒
区
で

発
生
し
た
児
童
虐
待
事
件
を
受

け
、
厚
生
労
働
省
は
市
町
村
子
ど

も
家
庭
支
援
指
針
を
改
正
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
当
町
に
お

い
て
も
、
児
童
家
庭
相
談
を
責
任

を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
る
よ

う
、
組
織
、
人
材
な
ど
の
必
要
な

体
制
を
構
築
す
べ
き
で
す
。
そ
こ

で
、
当
町
の
児
童
虐
待
の
現
状
や

対
応
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長　

学
校
に
お
い
て
は
、
児

童
虐
待
の
防
止
を
図
る
た
め
、
児

童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
い
て
、
早
期
発
見
の
努
力

義
務
や
関
係
機
関
へ
の
通
告
義
務

の
責
務
が
定
め
ら
れ
、
町
内
全
学

校
に
お
い
て
も
周
知
し
、
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
町
と
し
て
児
童
相
談
所

に
か
か
る
虐
待
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
町
教
育
委
員
会
や
福
祉
課
は

児童のために早期のケアを
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
児

童
・
生
徒
の
英
語
力
向
上
は
重
要

で
あ
り
、
教
育
の
質
を
充
実
さ
せ

る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
全
校
に
英
語
を
母
国

語
と
す
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
を
１
名
ず
つ
配
置
で
き
な

い
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
次
長　

こ
れ
ま
で
は
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
３
人
を
配
置
し
、
小
学
校
で
は
、

外
国
語
活
動
を
年
間
１
千
60
時
間

程
度
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
来
年

度
は
５
０
０
時
間
増
加
し
、
必
要

時
間
が
１
千
５
６
０
時
間
と
な
り

ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
１
名
増
員
す
る

こ
と
に
よ
り
、
４
名
で
町
内
の
小
・

中
学
校
の
外
国
語
の
授
業
を
効
率

的
、
効
果
的
に
実
施
す
る
考
え
で

す
。

教
育
長　

学
力
向
上
は
学
校
の
最

優
先
課
題
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
英
語
教
育
に
関
し
て

は
、
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
特
に
力
を
入
れ
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
、
国
際

社
会
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
英

語
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
後
見
人
の
養
成
推
進
を

宮本 直志 議員

　

　

昨
年
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

市
民
後
見
人
の
養
成
を
要
望
し
た

と
こ
ろ
、
平
成
31
年
度
予
算
に
市

民
後
見
人
養
成
研
修
受
講
費
補
助

金
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
認
知
症

高
齢
者
等
の
増
加
に
伴
い
、
市
民

後
見
人
の
必
要
性
は
一
層
高
ま
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
当
町
で
は
、

ど
の
よ
う
に
養
成
し
て
い
く
考
え

な
の
か
、
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

市
民
後
見
人
の

本
町
単
独
で
の
育
成
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
近
隣

市
町
村
と
連
携
を
と
り
、
合
同
で

市
民
後
見
人
養
成
研
修
会
を
開
催

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
適
切
に
業
務
運
営
を

行
っ
て
い
る
団
体
等
の
研
修
会
の

参
加
者
に
対
し
、
研
修
費
の
助
成

を
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長　

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
は
、
独
立
採
算
制
を
原
則
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
繰

出
金
に
頼
ら
な
い
足
腰
の
強
い
財

政
基
盤
を
作
る
こ
と
が
肝
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め

に
も
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
保

健
事
業
を
活
用
し
、
更
な
る
医
療

費
の
減
少
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

医
療
費
や
国
保
事
業
納
付
金
が
抑

制
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
本

町
の
国
保
財
政
の
健
全
化
を
図
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

町
民
に
身
近
で
開
か
れ
た
行
政

に
つ
い
て

・
通
年
議
会
の
認
識
に
つ
い
て

・ 

改
修
後
の
鬼
怒
川
堤
防
を
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て　

　

平
成
30
年
度
よ
り
、
国
保
の
運

営
主
体
が
県
に
移
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
各
市
町
村
は
国
保
事
業

納
付
金
を
県
に
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
当
町

で
は
昨
年
度
に
国
保
税
率
の
改
定

を
行
っ
た
わ
け
で
す
。

　

先
日
、
県
が
公
表
し
た
資
料
に

よ
り
ま
す
と
、
当
町
の
平
成
30
年

度
一
人
当
た
り
の
保
険
料
税
額
が

13
万
７
千
８
７
２
円
で
、
県
内
で

一
番
に
な
っ
て
い
る
中
、
平
成
29

年
度
の
一
人
当
た
り
の
療
養
諸
費

は
、
26
万
９
千
８
０
８
円
で
、
県

内
で
２
番
目
に
低
い
と
、
療
養
諸

費
の
支
出
と
保
険
料
税
額
と
の
対

比
で
順
番
が
逆
転
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　

税
率
を
決
定
す
る
要
因
は
様
々

で
あ
り
、
直
ち
に
引
き
下
げ
が
必

要
だ
と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
今
の

税
率
が
適
切
な
の
か
、
精
査
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

県
か
ら
示
さ
れ

た
平
成
31
年
度
の
仮
算
定
に
よ
る

納
付
金
は
約
10
億
３
千
万
円
で
、

納
付
金
を
納
め
る
た
め
に
必
要
な

平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る

国
保
税
収
は
約
８
億
７
千
万
円
で

す
。
不
足
分
は
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
に
よ
り
賄
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
従
い
ま
し
て
、
今
後
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
頼
ら

な
い
よ
う
、
繰
越
金
が
発
生
し
た

際
は
、
基
金
積
立
を
行
い
、
独
立

採
算
制
を
堅
持
し
つ
つ
、
必
要
最

小
限
の
税
率
改
正
に
と
ど
め
ら
れ

る
よ
う
運
営
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

保
険
料
率
を
よ
り
適
正
に

中山 勝三 議員

研修セミナー

医療費
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去
る
、
１
月
30
日
に
実
施
し
た
議
員
研
修
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
筑
西
市
の
国
土
交
通
省　

下
館
河
川
事
務
所
に
お
い
て
、
「
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北

豪
雨
」
、
「
鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
常
総
市
に
移
動

し
、
上
三
坂
地
区
に
お
け
る
鬼
怒
川
堤
防
復
旧
箇
所
と
本
石
下
地
区
に
お
け
る
築
堤
工
事
現
場
を
視

察
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
ご
承
知
の
と
お
り
、
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る
被
害
は
、
常
総
市
の
鬼
怒
川
堤
防
決
壊
を

は
じ
め
、
各
地
で
溢
水
、
漏
水
等
が
多
数
生
じ
る
な
ど
、
甚
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
鬼
怒
川
下
流
域
に
お
い
て
は
、
国
、
県
、
並
び
に
当
町
を
含
む

７
市
町
が
主
体
と
な
り
、「
水
防
災
意
識
社
会
」
の
再
構
築
を
目
指
し
た
、
鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

河
川
事
務
所
職
員
の
方
の
説
明
で
は
、
ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
、
約
６
０
０
億
円
の
事
業
費
を
投
入

し
、
堤
防
の
か
さ
上
げ
、
拡
幅
な
ど
の
河
川
整
備
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
避
難
勧
告
の
発
令
に
着
目
し

た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
ほ
か
、
災
害
時
の
河
川
状
況
等
を
河
川
事
務
所
長
か
ら
首
長
へ
直
接

電
話
で
伝
え
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
工
事
現
場
の
視
察
で
は
、
熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
操
作
を
機
械
が
自
動
的
に
再
現
す
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
建
機
を
導
入
し
て
お
り
、
効
率
よ
く
早
期
に
工
事
完
了
さ
せ
る
べ
く
工
夫
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

当
町
の
堤
防
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
工
事
が
完
了

す
れ
ば
治
水
安
全
度
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
当
町
の
防
災
・
減
災
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
確
信

い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
つ
く
ば
市
の
国
立
研
究
開
発
法
人　

産
業
技
術
総
合
研
究
所
内
の
地
質
標
本
館
を
視
察
い

た
し
ま
し
た
。

　

地
質
標
本
館
で
は
、
最
新
の
地
球
科
学
情
報
と
と
も
に
日
本
の
地
質
、
地
下
資
源
、
海
洋
の
地
質
、

地
球
環
境
、
火
山
と
地
熱
、
地
震
と
活
断
層
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と
め
て
展
示
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

結
び
に
、
研
修
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
町
執
行
部
の
皆
様
を
は
じ
め
、
時
間
を
割
い
て
研
修
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
、
議
会
議
員
研
修
の
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地質標本館にて 下館河川事務所にて

◇　

研　

修　

視　

察　

報　

告　

◇

　

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

に
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施
設

見
学
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

各
種
団
体
や
学
校
の
社
会
科
見
学

な
ど
に
お
取
り
入
れ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
６
月
に
行
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
は
５
月
下
旬
に

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

議
会
事
務
局

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
48
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
４
１
１
０

傍聴席から見た議場の様子
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平成 30 年度八千代町総合表彰式
　3 月 20 日、中央公民館で八千代町総合表彰式が行われました。町の発展に多大な貢献をされた方を表彰する
もので、表彰式では表彰と感謝の部を合わせて 138 人と２社が表彰されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（敬称略・順不同）
《表彰の部》
【町長】
大久保司（瀬戸井）

【教育委員会委員長】
生井衛（仲坪）

【農業委員会委員】
水垣正弘（松本）
諏訪洋一（苅橋）

【行政区長】
中山文夫（仁江戸西）諏訪正樹（苅橋）
髙橋進（沼森）杉山宏（貝谷）坂野
義信（川尻）小竹敏男（本郷）福田
一夫（福岡）西山一雄（尾崎）寺田
茂（大間木）秋葉照雄（神山）相澤
丈（村貫西）爲我井義雄（佐野西）
荒井健雄（兵庫・沼端）中村政一（菅
谷西）幸田実（西大山）小川一治（塩
本）櫻井清一（下山川）照内堆夫（粕
礼）幸田裕之（松山）馬場勇（水口）
小竹淳（松本）片平博（久下田）新
井泉（新井）水書文彦（八町）谷中
克己（坪井）中莖貞良（高崎）中山
只一（大渡戸）倉持昌幸（小屋）

【行政副区長】
廣瀬和夫（佐野西）初沢武光（瀬戸
井）小野里家一（瀬戸井）菊保雄（粕
礼）谷中匡（坪井）

【統計調査員】
中村富夫（菅谷西）増山信一（水口）
和田守（粟野）𠮷田盛一（前山）

【学校薬剤師】
榎本寿恵（本田）

【中結城東部地区農業集落排水事業
（下）表彰された皆さん

推進協議会会長】
廣瀬義徳（瀬戸井）

【町中小企業資金融資斡旋審査委員】
秋葉一（尾崎）

《感謝の部》
【農業委員会委員】
矢中勝己（新井）飯田繁夫（新井）
山中満雄（大里）馬場勇（水口）
前野節（松本）金子武（芦ケ谷新田）
佐藤宏（磯）岡本幸治（栗山）中
村さと子（尾崎）横田邦夫（佐野西）
爲我井庄一（西大山）沼田光一（高
野）草間幸夫（東大山）和田ふみ（粟
野）猪瀬誠（片角）

【行政区長】
土屋完男（粟野）中島行男（片角）
稲葉茂（中野）渡邉常雄（東大山）
古橋幸一（太田）高谷常男（若）
山口愼一郎（今里）國府田富雄（蕗
田）小竹貞男（東蕗田）関好太郎

（新地）藤木芳夫（栗山）金子孝（芦
ケ谷新田）大久保隆夫（舟戸）久
保谷一衛（仲坪）横島広司（山ノ神）
大竹孝之（磯）宮本三郎（村貫東）
小菅次男（高野）海老原光（伊勢山）
弦巻武（前山）大里章一（天王木
番田）小田辺義章（築越六軒）大
里正三（二ツ釜）中山明（袋）草
間勝美（野爪）山中満雄（大里）

【行政副区長】
小口清一（仁江戸東）髙野孝男（仁
江戸西）土屋操（粟野）猪瀬誠（片角）

古澤孝（中野）髙田宣夫（東大山）
山口俊巳（太田）仲山光家（若）
古澤文雄（川尻）御園生孝（今里）
水書哲也（蕗田）水書森治（東蕗
田）野中昇（新地）藤木哲雄（栗
山）遠藤敬一（尾崎）堤進（大間木）
仲野茂雄（芦ケ谷新田）栗原勝美（舟
戸）瀬﨑茂夫（仲坪）髙橋誠一郎（山
ノ神）秋葉信男（神山）大竹敏幸（磯）
相沢文雄（村貫西）爲我井哲男（佐
野東）渡辺敏光（兵庫・沼端）山
中五郎（高野）大久保修二（伊勢山）
安田英宣（塩本）圀府田正人（塩
本）黒子昭好（前山）大竹光明（松
山）掘米清（天王木番田）大久保
登（築越六軒）大里治夫（二ツ釜）
諏訪喜一（道前六保）青木勝廣（松
本）枝勝実（袋）大久保興治（野爪）
柴正志（大里）

【国民健康保険運営協議会委員】
杉山宏（貝谷）石崎輝男（村貫西）
生井勝已（松本）福島信夫（久下田）

【食生活改善推進員】
鈴木喜代美（本田）井上和恵（新井）
古澤藤江（下山川）

【町へ多額の寄付】
伊佐間正道（下妻市）大久保慶一（文
京区）鈴木祐一（新宿区）瀬川貴（大
田区）田邊清男（世田谷区）宮田
守（結城市）友志会（八千代町）

【公共工事施工優秀】
高塚建設工業株式会社　有限会社
広瀬設備


